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＜諸言＞ 

 蛍光発光物質は有機 ELディスプレイ、有機 EL照明、分子イメージ用プローブ、バイオセンサーデ

バイス等の様々な分野で注目されている。 

 今回、我々は、新規合成方法によりチアゾール骨格の特定部位に窒素原子を含む官能基を導入し新

規蛍光発光材料の有機アミノチアゾール化合物並びにジアミノナフタレン化合物を合成した。これら

の化合物は、既報の類似化合物*1 と比して、蛍光をはじめとする光学特性（蛍光励起・発光スペクト

ル、蛍光発光収率、ストークスシフト、エネルギーギャップ等）において興味深い結果が得られたの

で報告する。 

 

＜実験＞ 

各種ブロモ化合物と 2級アミン化合物を、ホスフィン化合物を保護剤とするパラジウムナノ粒子触

媒存在下、カップリング反応させることにより、新規アミノチアゾール化合物及びジアミノナフタレ

ン化合物を合成した。また、それらの化合物をクロロホルムに１０－５Ｍで溶解し、紫外・可視分光法、

蛍光分光法等で化合物の光学特性を評価した。 

 

＜結果・考察＞ 

金属ナノ粒子触媒を用いたワンステップの合成により、蛍光

発光する種々の低分子量のアミノチアゾール並びにジアミノナ

フタレン化合物が得られた。アミノチアゾール化合物は、導入

するアミン化合物の置換基等で蛍光発光波長のチューニングが

可能であり、蛍光極大波長が４５０～５００ｎｍの水色～青色

蛍光発光波長領域に、ストークスシフトが約１００ｎｍ以上の

ピークを示し、一方で、ジアミノナフタレン化合物はエネルギ

ーギャップが大きく、興味深い物性が得られた。本反応で合成

される蛍光材料は、化合物に各種官能基の導入で種々の物性の

付与が可能であり、広い分野での応用が期待される。詳細は、

当日のポスターで報告する。 

*1 Yamguchi, K.; Murai, T.; Hasegawa, S.; Miwa, Y.; Kutsumizu, S.; 

Maruyama, T.; Sasamori, T.; Tokitoh. N., J.Org.Chem. 2015, 80, 

10742. 

Fig.1 Fluorescence spectrum of  

aminothiazole 
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